
 

 

 

 

千葉市立保育所男性保育士活躍推進プラン 

 

～男性も女性も心から子育てを楽しめる保育所を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年１月 

千葉市 

  



 少子高齢化の進展や国内経済活動の成熟化など社会経済情勢の急速な変化に対応してい

く上で、男女が互いに人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に関わりなく、個性と能

力を発揮することができる社会の実現が、緊要な課題となっています。 

 国においては男女共同参画社会の実現を最重要課題と位置付け、社会のあらゆる分野に

おいて、男女共同参画社会を実現するため、女性活躍推進法を制定するなど、女性の活躍

推進に取り組んでいます。 

一方、保育士においては、長い間女性の職業と認識されていました。しかし近年、男女

雇用機会均等法の施行や職名が「保母」から「保育士」に改正されたことなどにより、   

男性保育士の人数も徐々に増えてきています。 

本市では男性保育士が活躍することで、男性も積極的に子育てをしていく環境が醸成 

され、保育の質の向上や子供の健全な成長にもつながると考え、男性保育士活躍推進計画

を策定し、各種施策に取り組んでまいります。 

 

 

１ 計画期間 

  本計画の期間は平成２９年４月から平成３９年４月までの１０年間とします。 

 

２ 本市公立保育所等に勤務する保育士の状況（平成 28年 4月 1日現在） 

（１）保育士数（正規職員） 女性 650人 男性 50人 

（２）保育所長（※１）   女性  56人（最低年齢 48歳、最短在籍年数 27年 9月） 

              男性   0人 

  ※１ 担当課長、主幹、認定こども園長、担当課長補佐を含む。栄養士、看護師の   

主幹、所長は除く。 

（３）総括主任保育士（※２） 女性 67人（最低年齢 37歳、最短在籍年数 13年） 

     男性  1人（38歳、在籍年数 18年） 

  ※２ 主査、総括主任保育士（担任）を含む。 

（４）男性保育士の状況（年齢・在籍年数） 

年 齢 人 数 在籍年数 人 数 

４０～   １ ２０～   ０ 

３５～３９  ６ １５～２０   ３ 

３０～３４ １７ １０～１４   ５ 

２５～２９ ２０ ５～ ９  ２２ 

２０～２４   ６ ０～ ４  ２０ 

 最高年齢 40歳 最長在職年数 18年 

 

 



３ 男性保育士登用目標 

男性保育士の活躍を推進するため、保育所長、総括主任保育士登用について、具体的

な数値目標を設定します。 

 

 登用目標数 

５年後（平成３４年度）に保育所長１人（約２％）・総括主任保育士 ５人（約７％） 

１０年後（平成３９年度）に保育所長５人（約９％）・総括主任保育士１０人（約１５％） 

 

４ 男性保育士活躍推進のための取り組み内容 

（１）キャリア形成のための人事異動 

将来、所長として保育所を管理・運営していくために、行政分野も含め多様な知識・

経験を身につける必要があることから、保育所以外にも保育士を積極的に配属していき

ます。 

配属先としては、これまで保育士を配属した実績のある、こども未来局の幼保運営課

や幼保支援課、児童相談所のほか、新たに保健福祉センターのこども家庭課や健康課  

などへの配属も検討していきます。 

また、男性保育士が保育所で孤立することの無いよう、本人の希望がある場合は、  

可能な限り男性保育士を２人以上配属するよう努めます。 

 取組項目 

  ・保育所以外の部署への配置 

  ・男性保育士の複数配置 

 

（２）性差に関わらない保育の実施 

保育士としてのキャリア形成のため、男性保育士も女性保育士と同じように、こども

の性別に関わらず、保育全般を行っていきます。 

保護者には市の方針であることを説明し、理解を求めます。 

 取組項目 

  ・性差に関わらない保育を実施することの保護者等への周知 

 

（３）保育所の設備整備 

これまでほとんどの保育士が女性だったことから、男性用のトイレや更衣室、休憩室

などの設備がない保育所が多く残っています。 

男性保育士、女性保育士お互いが気兼ねなくこれらの設備を利用できるよう、全ての

市立保育所の調査を行い、トイレの男女完全分離化、更衣室、休憩室の整備を計画的に

進めます。 

 



 取組項目 

・トイレの整備・・・個室ベースでの男女の完全分離化 

・更衣室・休憩室の整備・・・パーテーションによる男女の区画分離 

 

（４）男性保育士への理解の促進 

子育て関係のイベントや保育所の行事などで、男性保育士の魅力を積極的にアピール

します。また、保育士を目指している男子学生に対し、安心して就職できるよう、養成

施設に出向いて仕事の内容等を説明します。 

 取組項目 

・イベントや保育所行事などで男性保育士の魅力を発信 

・保育士養成施設への男性保育士による出張説明 

 

（５）男性も積極的に子育てを楽しめる環境づくり 

男性が子育てをしていく上での悩みごと相談や、子育てに関するアドバイス、子ども

とのあそび方の実演など、男性保育士による啓発活動を定期的に実施します。 

 取組項目 

・男性保育士による父親向けの出張育児講座 

・男性保育士と父親との座談会 

 

 


